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【資料１：「設置構造図」】

保健・医療・臨床の現場 

チームアプローチを実践できるリーダーシップ能力 

看護の専門性を発揮できる高度な専門知識・能力 

高度なマネジメント能力を備えた 

看護管理者・看護教育者・研究者 

産業医科大学 大学院  

看護学専攻 

修士課程 

看護師 

保健師 

助産師 

本学  看護学科 

または 

他大学 看護系学部 

看護専門学校 

看護短期大学 

社会的なニーズ 
急速な少子高齢化の進展 

高齢者特有の疾病、生活習慣病 

メンタルヘルス不調者の増加 

地元地域でのニーズ 
市内唯一の大学病院としての役割 

  地域がん拠点病院、総合周産期母子医療センター 

  エイズ拠点病院、災害拠点病院 

   がんセンター、血友病センター 

県内の専門看護師の需要（県内22名/全国795名） 

産業医科大学 大学院 看護学専攻 修士課程のフレーム

他大学院 

博士課程 進学 
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【資料２：「大学院教育に関するニーズ調査」】

結果①
対象：産業医科大学病院に勤務する看護職員

１．あなたは産業医科大学の卒業生ですか？

回答者数：652名
はい いいえ
243 409

２．産業医科大学に大学院が設置されたら、進学を希望されますか？

修士課程 はい いいえ
136 502

３．産業医科大学に大学院が設置されるとしたら、どのような大学院を希望されますか？ 回答数 割合
管理（組織、人事、危機）を学べるコース ※複数回答可 100 15.3%
教育や人材育成を学べるコース 138 21.2%
産業保健のキャリアアップのコース 79 12.1%
研究能力の開発コース 42 6.4%
専門看護師や認定看護師等の資格を得るコース 477 73.2%
看護学の専門分野を更に追求することを目指したコース 291 44.6%
メンタルヘルスについて専門的に学べるコース 117 17.9%
その他 7 1.1%
　・人間科学 ・国際保健 ・心理学
　・助産学 ・国際看護 ・公衆衛生
　・産業医学独自のｺｰｽ

100 

138 

79 

42 

477 

291 

117 

7 

管理（組織、人事、危機）を学べるコース 

教育や人材育成を学べるコース 

産業保健のキャリアアップのコース 

研究能力の開発コース 

専門看護師や認定看護師等の資格を得るコース 

看護学の専門分野を更に追求することを目指したコース 

メンタルヘルスについて専門的に学べるコース 

その他 

21.3% 

78.7% 

はい 

いいえ 

37.3% 

62.7% 

はい 

いい

え 
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４．「いいえ」の方におたずねします。「いいえ」の理由で該当するものはどれですか※複数回答可 回答数 割合
２年間の休職はできないから 281 43.1%
家庭の事情で進学が困難だから（育児中・介護中等） 119 18.3%
現状で満足しているから 147 22.5%
関西・関東など他の地域で学びたいから 7 1.1%
復職が不安だから 123 18.9%
セミナーなどの研修で対応できるから 11 1.7%
経済的に難しいから 163 25.0%
学びたいコースがないから 32 4.9%
他の大学を選ぶから 22 3.4%
その他 42 6.4%
　・進学を現在考えていない。 　・年齢的に
　・大卒ではないので　　・院を出た人が現場で十分に役割を果たせてないから
　・出身大学の院に行きたい ・放送大学などの通信学習 ・能力的に無理
　・実績が不明のため、得意とするものが分かれば進学するかも
　・臨床を長期間離れるのが心配 ・現状で精一杯 ・まだ実践的な技術を身に付けたい
　・看護大以外で学士を取っており入学条件に適応するのか
　・家庭と学業の両立は、難しい 　・進学後学費相当の収入アップを望めるか難しい
　・専門分野の資格等を取っても病棟異動で役に立たなくなる、ずっと同じ病棟なら学んでもよいかも

５．全員の方におたずねします。もし進学するとしたら、どのような授業であれば進学できますか
１）開講時期および方法について 回答数 割合

夏季等の集中講義 243 37.3%
週末の講義 219 33.6%
ｅラーニング等による遠隔授業 234 35.9%
その他 20 3.1%
 ・勤務にあわせて受講できる講座 ・通信 ・補習も可能であれば 　・平日
　・休職しないで、授業に出ることが出来る方法で　　好きな曜日や時間を選んで受けれる　　・休みの日
　・日勤扱いにしてもらえれば ・自動車学校のような選択授業 ・休みを頂くのは、難しいため、平日
　・年間通じてまんべんなく　　　・今の業務内容では無理（休日も病院のことをやっている）

281 

119 

147 

7 

123 

11 

163 

32 

22 

42 

２年間の休職はできないから 

家庭の事情で進学が困難だから（育児中・介護中等） 

現状で満足しているから 

関西・関東など他の地域で学びたいから 

復職が不安だから 

セミナーなどの研修で対応できるから 

経済的に難しいから 

学びたいコースがないから 

他の大学を選ぶから 

その他 

243 

219 

234 

20 

夏季等の集中講義 

週末の講義 

ｅラーニング等による遠隔授業 

その他 
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２）時間について 回答数 割合
昼間のみ 157 24.1%
夜間のみ 107 16.4%
昼間と夜間 323 49.5%
その他 24 3.7%
　・自分の都合に会うときに  　・昼夜を問わず、カリキュラムが取れる
　・いつでも受けれる　　・ネットによる時間を問わない形態　　・自己でカリキュラムを作成　　・個々の都合で選べる

３）曜日について 回答数 割合
週のうち２～３日の週日 330 50.6%
週末のみ 157 24.1%
土日のみ 80 12.3%
その他 25 3.8%
　・勤務にあわせて受講出来る講座　　・平日　　・期間限定　　・週1.2回　　・自己でカリキュラム作成　　・希望制　
　・管理者は土日が受講しやすい　　　・選択できる幅があると良い　　　　・休みの日　　・平日の１８時以降　　・毎日
　・シフトの空いてるときに

４）ｅラーニング等の遠隔授業について 回答数 割合
希望する 180 27.6%
一部実施してほしい 255 39.1%
希望しない 163 25.0%
その他 7 1.1%

157 

107 

323 

24 

昼間のみ 

夜間のみ 

昼間と夜間 

その他 

330 

157 

80 

25 

週のうち２～３日の週日 

週末のみ 

土日のみ 

その他 

180 

255 

163 

7 

希望する 

一部実施してほしい 

希望しない 

その他 
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５）入学試験について 回答数 割合
推薦選抜 214 32.8%
社会人選抜 233 35.7%
一般入試 198 30.4%
その他 9 1.4%
・希望者全員　　・当大学卒で当病院勤務を優先してほしい

６）授業料免除や奨学金制度について 回答数 割合
必ず利用する 210 32.2%
条件により利用を検討する 390 59.8%
利用しない 31 4.8%

６．産業医科大学大学院に関する意見、要望
・産業医大卒業生や、産業医大勤務者を優先入学できるようにしてほしい。
・病院で働きながら院に通える環境を作って欲しい。
・現場を最低でも2年は経験してからが良いと思う。
・復職などの安心要因が約束されていない状態では当大学を選ぶ基準にならない。
・放送大学院など習得した単位も活かされるシステム
・大学院に行きたいが、経済的問題、仕事、復職等考えるとなかなか踏み込めない。

214 

233 

198 

9 

推薦選抜 

社会人選抜 

一般入試 

その他 

210 

390 

31 

必ず利用する 

条件により利用を検討する 

利用しない 
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結果②
対象：産業医科大学看護学科在学生

１．あなたは産業医科大学の何年生ですか？

回答者数：249名
１年生 ２年生 ３年生 ４年生

54 68 69 58

2．産業医科大学に大学院が設置されたら、進学を希望されますか？

修士課程 はい いいえ
83 162

３．産業医科大学に大学院が設置されるとしたら、どのような大学院を希望されますか？ 回答数 割合
管理（組織、人事、危機）を学べるコース ※複数回答可 19 7.6%
教育や人材育成を学べるコース 54 21.7%
産業保健のキャリアアップのコース 91 36.5%
研究能力の開発コース 14 5.6%
専門看護師や認定看護師等の資格を得るコース 182 73.1%
看護学の専門分野を更に追求することを目指したコース 95 38.2%
メンタルヘルスについて専門的に学べるコース 60 24.1%
その他 ・保健師の資格が取れるコース ・公衆衛生分野 10 4.0%

・助産師ｺｰｽ ・診療看護師の養成

19 

54 

91 

14 

182 

95 

60 

10 

管理（組織、人事、危機）を学べるコース 

教育や人材育成を学べるコース 

産業保健のキャリアアップのコース 

研究能力の開発コース 

専門看護師や認定看護師等の資格を得るコース 

看護学の専門分野を更に追求することを目指したコース 

メンタルヘルスについて専門的に学べるコース 

その他 

33.9% 

66.1% 

はい 

いいえ 
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４．「いいえ」の方におたずねします。「いいえ」の理由で該当するものはどれですか※複数回答可 回答数 割合
２年間の休職はできないから 40 16.1%
北九州以外で就職を希望しているから 33 13.3%
興味がない 54 21.7%
関西・関東など他の地域で学びたいから 12 4.8%
復職が不安だから 30 12.0%
セミナーなどの研修で対応できるから 1 0.4%
経済的に難しいから 71 28.5%
学びたいコースがないから 11 4.4%
他の大学を選ぶから 2 0.8%
その他 10 4.0%
　学べる内容によっては進学を希望する ・まだよくわからない
　他に進みたい進路があったら ・まだよく考えていない

　やりたいことがあるから

５．全員の方におたずねします。もし進学するとしたら、どのような授業であれば進学できますか
１）開講時期および方法について 回答数 割合

夏季等の集中講義 85 34.1%
週末の講義 59 23.7%
ｅラーニング等による遠隔授業 117 47.0%
その他 4 1.6%
・不定期　　・夜間 ・空きコマでの講義　　・平日

40 

33 

54 

12 

30 

1 

71 

11 

2 

10 

２年間の休職はできないから 

北九州以外で就職を希望しているから 

興味がない 

関西・関東など他の地域で学びたいから 

復職が不安だから 

セミナーなどの研修で対応できるから 

経済的に難しいから 

学びたいコースがないから 

他の大学を選ぶから 

その他 

85 

59 

117 

4 

夏季等の集中講義 

週末の講義 

ｅラーニング等による遠隔授業 

その他 
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２）時間について 回答数 割合
昼間のみ 74 29.7%
夜間のみ 50 20.1%
昼間と夜間 107 43.0%
その他 1 0.4%
　・自分の都合に会うときに

３）曜日について 回答数 割合
週のうち２～３日の週日 135 54.2%
週末のみ 72 28.9%
土日のみ 27 10.8%
その他 0 0%

４）ｅラーニング等の遠隔授業について 回答数 割合
希望する 115 46.2%
一部実施してほしい 96 38.6%
希望しない 23 9.2%
その他 0 0%

５）入学試験について 回答数 割合
推薦選抜 114 45.8%
社会人選抜 37 14.9%
一般入試 101 40.6%
その他 0 0%
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６）授業料免除や奨学金制度について 回答数 割合
必ず利用する 109 43.8%
条件により利用を検討する 125 50.2%
利用しない 3 1.2%
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必ず利用する 

条件により利用を検討する 

利用しない 
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【資料３：「教育課程の構造」】 

 

看護学特別研究 

専

門

領

域

科

目 

共

通

科

目 

 

看護研究方法論、英語文献講読、医療統計学、看護倫理学 

 

 

母子支援 

看護学 
 

・母子支援 

看護学特論 

 

：母子支援 

看護学 

演習Ⅰ 

 

：母子支援 

看護学 

演習Ⅱ 

 

生活支援 

看護学 
 

：生活支援 

看護学特論 

 

：生活支援 

看護学 

演習Ⅰ 

 

：生活支援 

看護学 

演習Ⅱ 

健康支援・ 

高齢者支援 

看護学 
 

：健康支援・

高齢者支援 

看護学特論 

 

：健康支援・

高齢者支援 

看護学 

演習Ⅰ 

 

：健康支援・

高齢者支援 

看護学 

演習Ⅱ 

 

看護教育論 

国際保健学 

疾病治療論Ⅰ 

疾病治療論Ⅱ 

看護研究基盤コース 

医学英語特別コース 

 

看護管理学 

 
 

：看護管理学 

特論 

 

：看護管理学

演習Ⅰ 

 

：看護管理学

演習Ⅱ 

 

コミュニティ 

看護学 
 

：コミュニティ

看護学特論 

 

：コミュニティ

看護学演習Ⅰ 

 

：コミュニティ

看護学演習Ⅱ 

 

メンタルへルス

看護学 
 

：メンタルへルス 

看護学特論 

 

：メンタルへルス 

看護学演習Ⅰ 

 

：メンタルへルス

看護学演習Ⅱ 

共

通

科

目 



実践力･管理力･教育力・研究力を持つ高度な実務家 

実務的問題解決に準じた修士研究 

大学院看護学専攻 

 看護現場における多様な課題・ニーズ 

知識 

演習科目 

・健康支援・高齢者支援看護学演習 

･生活支援看護学演習 
･母子支援看護学演習 

・コミュニティ看護学演習 
・看護管理学演習 
・メンタルヘルス看護学演習 

共通科目 

専門科目 

･健康支援・高齢者看護学特論 
･生活支援看護学特論 
・母子支援看護学特論 

・コミュニティ看護学特論 
・看護管理学特論 
･メンタルヘルス看護学特論 

・看護研究方法論 
・英語文献講読 

・医学統計学 
・看護倫理学 

技術 

学術的な裏付け 

問題解決のためのツール 

科学的分析力 
探究 開発 

【資料４：「カリキュラム構造図」】 
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【資料５－1：履修モデル（健康支援・高齢者支援看護学）】 

修了後の予定進路 ：高度な看護実践者 

 ：高齢者の入院患者の多い病棟で実践的リーダーとして勤務予定 

1.対象学生     高齢者の入院患者の多い病棟で勤務している卒業後 8 年目の看護師 

2.修士論文テーマ   食事制限のある認知症高齢者が家族とともに生きがいのある生活を送るための支援に 

関する検討 

3.期待される人物像 高齢者看護における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。他職種と連携・協働し

て対象者のニーズに応じた看護実践ができる中堅実務家 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                          小計       18 単位 

専門領域科目 健康支援・高齢者支援看護学特論 2 1 年次前学期 

健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

疾病治療論Ⅰ 2 1 年次前学期 

生活支援看護学特論 2 1 年次前学期 

小計       12 単位 

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

健康支援・高齢者支援看護学特論（必修） 健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅰ（必修） 

疾病治療論Ⅰ（選択）  

生活支援看護学特論（選択）  

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５－2：履修モデル（健康支援・高齢者支援看護学）】 

修了後の予定進路 ：看護管理者 

 ：急性期病棟で師長として勤務 

1.対象学生     急性期病棟で勤務している卒業後 15 年目の主任 

2.修士論文テーマ  在院日数短縮化に伴う急性期病棟における患者の快適生活の支援に関する検討 

3.期待される人物像 急性期病棟における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。他職種と連携・協働し

て対象者のニーズに応じた看護実践ができる主任経験 2 年目 

4.履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                          小計       18 単位 

専門領域科目 健康支援・高齢者支援看護学特論 2 1 年次前学期 

健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護管理学特論 2 1 年次前学期 

看護管理学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

小計       12 単位 

総計       30 単位 

５．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

健康支援・高齢者支援看護学特論（必修） 健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅰ（必修） 

疾病治療論Ⅰ（選択） 看護管理学演習Ⅰ（選択） 

看護管理学特論（選択）  

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５－3：履修モデル（健康支援・高齢者支援看護学）】 

修了後の予定進路 ：看護教育者・研究者 

 ：大学で成人看護学の助教として勤務予定 

1．対象学生     慢性期病棟で勤務している卒業後 9年目の看護師 

2．修士論文テーマ  慢性疾患患者を受け持つ実習学生が行う患者教育への指導の検討 

3．期待される人物像 高齢者看護における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。教育に関心が高く、

今後看護教育に携わることを希望する実務家 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                                  小計       18 単位 

専門領域科目 健康支援・高齢者支援看護学特論 2 1 年次前学期 

健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護教育論 １ 1 年次前学期 

看護研究基盤コース 1 1 年次前学期 

コミュニティ看護学特論 2 1 年次前学期 

小計       12 単位 

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

健康支援・高齢者支援看護学特論（必修） 健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅰ（必修） 

看護教育論（選択）  

看護研究基盤コース（選択）  

コミュニティ看護学特論（選択）  

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

健康支援・高齢者支援看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-4：履修モデル（生活支援看護学）】 

修了後の予定進路 ：高度な看護実践者 

 ：成人慢性期病棟で実践的リーダーとして勤務予定 

1．対象学生     慢性期病棟で勤務している卒業後 10年目の看護師 

2．修士論文テーマ  慢性疾患を持つ患者の生活の再構築支援に関する検討 

3．期待される人物像 慢性期病棟における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。中堅実務家として 

対象者のニーズに応じた看護実践ができ、新人看護師の指導も担当できる実務家 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                          小計       18 単位 

専門領域科目 生活支援看護学特論 2 1 年次前学期 

生活支援看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

生活支援看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

疾病治療論Ⅰ 2 1 年次前学期 

疾病治療論Ⅱ 2 1 年次後学期 

小計       12 単位 

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

生活支援看護学特論（必修） 生活支援看護学演習Ⅰ（必修） 

疾病治療論Ⅰ（選択） 疾病治療論Ⅱ（選択） 

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

生活支援看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-5：履修モデル（生活支援看護学）】 

修了後の予定進路 ：看護管理者 

 ：成人慢性期病棟で師長として勤務予定 

1．対象学生     慢性期病棟で勤務している卒業後 15年目の主任 

2．修士論文テーマ  慢性期病棟における看護師の医療安全に関する意識と行動の検討 

3．期待される人物像 慢性期病棟における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。指導者経験、主任と

しての経験も豊富であり、今後看護管理者として期待されている主任 3年目 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                          小計       18 単位 

専門領域科目 生活支援看護学特論 2 1 年次前学期 

生活支援看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

生活支援看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護管理学特論 2 1 年次前学期 

看護管理学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

小計       12 単位 

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

生活支援看護学特論（必修） 生活支援看護学演習Ⅰ（必修） 

看護管理学特論（選択） 看護管理学演習Ⅰ（選択） 

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

生活支援看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-6：履修モデル（生活支援看護学）】 

修了後の予定進路 ：看護教育者・研究者 

 ：大学で基礎看護学の助教として勤務予定 

1．対象学生     急性期病棟で勤務している卒業後 9年目の看護師 

2．修士論文テーマ  術後早期における患者の体位変換に用いる看護用具開発に関する検討 

3．期待される人物像 急性期病棟における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。対象者のニーズに応

じた看護実践ができ、看護実践への創意工夫に努力ができる中堅実務家 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                                      小計       18 単位 

専門領域科目 生活支援看護学特論 2 1 年次前学期 

生活支援看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

生活支援看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護教育論 １ 1 年次前学期 

看護研究基盤コース 1  1 年次前学期 

疾病治療論Ⅱ 2  1 年次後学期 

小計       12 単位 

総計       30 単位 

 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

生活支援看護学特論（必修） 生活支援看護学演習Ⅰ（必修） 

看護教育論（選択） 疾病治療論Ⅱ（選択） 

看護研究基盤コース（選択）  

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

生活支援看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-7：履修モデル（母子支援看護学）】 

修了後の予定進路 ：高度な看護実践者 

 ：大学病院産婦人科病棟に実践的リーダーとして勤務予定 

1．対象学生     産婦人科病棟で勤務している卒業後 7 年目の助産師 

2．修士論文テーマ  出産時の父親参加がその後の育児参加に及ぼす影響に関する検討 

3．期待される人物像 産婦人科病棟における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。現代社会に 

おける対象者のニーズに応じた看護実践ができ助産師としての役割を追究する人物 

4．履修科目 

 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                          小計       18 単位 

専門領域科目 母子支援看護学特論 2 1 年次前学期 

母子支援看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

母子支援看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

疾病治療論Ⅰ 2 1 年次前学期 

生活支援看護学特論 2 1 年次前学期 

小計       12 単位 

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

母子支援看護学特論（必修） 母子支援看護学演習Ⅰ（必修） 

疾病治療論Ⅰ（選択）  

生活支援看護学特論（選択）  

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

母子支援看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-8：「履修モデル（母子支援看護学）】 

修了後の予定進路 ：看護管理者 

 ：産婦人科病棟で師長として勤務予定 

1．対象学生     産婦人科病棟で勤務している卒業後 15年目の助産師資格を持つ主任 

2．修士論文テーマ  産婦人科病棟における感染対策に影響する看護師の認識に関連した検討 

3．期待される人物像 産婦人科病棟における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。病棟における 

指導的立場をとり、感染対策や医療事故予防に関心が高く、看護活動に活用を 

検討している主任 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                           小計       18 単位 

専門領域科目 母子支援看護学特論 2 1 年次前学期 

母子支援看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

母子支援看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護管理学特論 2 1 年次前学期 

看護管理学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

小計       12 単位  

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

母子支援看護学特論（必修） 母子支援看護学演習Ⅰ（必修） 

看護管理学特論（選択） 看護管理学演習Ⅰ（選択） 

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

母子支援看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-9：履修モデル（母子支援看護学）】 

修了後の予定進路 ：看護教育者・研究者 

 ：大学で母性看護学の助教として勤務予定 

1．対象学生     小児科病棟で勤務している卒業後 10年目の看護師 

2．修士論文テーマ  学童期の糖尿病疾患を持つ患児へのセルフケアプログラムの検討と評価に関する検討 

3．期待される人物像 小児科病棟における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。対象者のニーズに 

応じた看護実践ができ、看護教育に関心が高い中堅実務家 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                          小計       18 単位 

専門領域科目 母子支援看護学特論 2 1 年次前学期 

母子支援看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

母子支援看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護教育論 １ 1 年次前学期 

看護研究基盤コース 1 1 年次前学期 

コミュニティ看護学特論 2 1 年次前学期 

小計       12 単位 

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

母子支援看護学特論（必修） 母子支援看護学演習Ⅰ（必修） 

看護教育論（選択）  

看護研究基盤コース（選択）  

コミュニティ看護学特論（選択）  

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

母子支援看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-10：履修モデル（コミュニティ看護学）】 

修了後の予定進路 ：高度な看護実践者 

 ：保健所の実践的リーダーとして勤務予定 

1．対象学生     保健所に勤務している卒業後 8 年目の保健師 

2．修士論文テーマ  地域における高齢者を対象とした保健・医療・福祉システムの有機的連携に関する 

検討 

3．期待される人物像 保健所に勤務し、中堅的立場にあり、多くの地域活動を通して、コミュニティにおけ

る様々な職種との連携・協働を実践し、問題意識が高く、システム開発に興味を持つ

人物 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                                    小計       18 単位 

専門領域科目 コミュニティ看護学特論 2 1 年次前学期 

コミュニティ看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

コミュニティ看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

健康支援・高齢者支援看護学特論 2 1 年次前学期 

国際保健学 1 1 年次後学期 

医学英語特別コース 1 1 年次後学期 

小計       12 単位   

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

コミュニティ看護学特論（必修） コミュニティ看護学演習Ⅰ（必修） 

健康支援・高齢者支援看護学特論（選択） 国際保健学（選択） 

 医学英語特別コース（選択） 

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

コミュニティ看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-11：履修モデル（コミュニティ看護学）】 

修了後の予定進路 ：看護管理者 

 ：訪問看護ステーションの管理者として勤務予定 

1．対象学生     訪問看護ステーションで勤務している卒業後 17 年目の看護師 

2．修士論文テーマ  訪問看護ステーションにおけるコストパフォーマンスから考える管理の検討 

3．期待される人物像 訪問看護ステーションに勤務し、中堅的立場にあり、多くの訪問看護ケースを 

通して、コミュニティにおける様々な職種との連携・協働を実践し、問題意識が高く、

看護管理に興味を持つ実務家 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                            小計       18 単位 

専門領域科目 コミュニティ看護学特論 2 1 年次前学期 

コミュニティ看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

コミュニティ看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護管理学特論 2 1 年次前学期 

看護管理学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

                            小計       12 単位 

                            総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

コミュニティ看護学特論（必修） コミュニティ看護学演習Ⅰ（必修） 

看護管理学特論（選択） 看護管理学演習Ⅰ（選択） 

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

コミュニティ看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-12：履修モデル（コミュニティ看護学）】 

修了後の予定進路 ：看護教育者・研究者 

 ：大学で在宅看護学の助教として勤務予定 

1．対象学生     訪問看護ステーションで勤務している卒業後 11 年目の看護師 

2．修士論文テーマ  訪問看護ステーションに勤務する看護者の効果的 OJTのあり方に関する検討 

3．期待される人物像 訪問看護ステーションに勤務し、中堅的立場にあり、多くの訪問看護ケースを 

通して、コミュニティにおける様々な職種との連携・協働を実践し、問題意識が 

高く、看護教育に関心を持つ人物 

 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                                    小計       18 単位 

専門領域科目 コミュニティ看護学特論 2 1 年次前学期 

コミュニティ看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

コミュニティ看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護教育論 １ 1 年次前学期 

看護管理学特論 2 1 年次前学期 

看護研究基盤コース 1 1 年次前学期 

小計       12 単位 

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

コミュニティ看護学特論（必修） コミュニティ看護学演習Ⅰ（必修） 

看護管理学特論（選択）  

看護教育論（選択）  

看護研究基盤コース（選択）  

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

コミュニティ看護学演習Ⅱ（必修） 



44 
 

【資料５-13：履修モデル（看護管理学）】 

修了後の予定進路 ：看護管理者 

 ：入学前の病院で引き続き師長として勤務予定 

１．対象学生      看護管理経験を 3 年有する看護師長 

２．修士論文テーマ  ワークライフバランスを考慮した看護職の勤務体制構築に関する研究 

３．期待される人物像 看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。主任を経験後 4年目の看護師長 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                           小計       18 単位 

専門領域科目 看護管理学特論 2 1 年次前学期 

看護管理学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

看護管理学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護教育論 1 1 年次前学期 

看護研究基盤コース 1 1 年次前学期 

メンタルヘルス看護学特論 2 1 年次前学期 

小計       12 単位    

                           総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

看護管理学特論（必修） 看護管理学演習Ⅰ（必修） 

看護教育論（選択）  

看護研究基盤コース（選択）  

メンタルヘルス看護学特論（選択）  

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

看護管理学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-14：履修モデル（看護管理学）】 

修了後の予定進路 ：看護教育者・研究者 

 ：大学で看護管理学の助教として勤務予定 

１．対象学生     急性期病棟で勤務する卒業後 10 年目の看護師 

２．修士論文テーマ  クリニカルパスを用いた看護の質向上に関する検討 

３．期待される人物像 急性期病棟における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。教育に関心が高く、

今後看護教育に携わることを希望する実務家 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                           小計       18 単位 

専門領域科目 看護管理学特論 2 1 年次前学期 

看護管理学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

看護管理学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護教育論 1 1 年次前学期 

看護研究基盤コース 1 1 年次前学期 

医学英語特別コース 1 1 年次後学期 

国際保健学 1 1 年次後学期 

小計       12 単位    

                           総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

看護管理学特論（必修） 看護管理学演習Ⅰ（必修） 

看護教育論（選択） 医学英語特別コース（選択） 

看護研究基盤コース（選択） 国際保健学（選択） 

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

看護管理学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-15：履修モデル（メンタルヘルス看護学）】 

修了後の予定進路 ：高度な看護実践者 

 ：精神科病棟の実践的リーダーとして勤務予定 

1．対象学生     精神科病棟で勤務している卒業後 7年目の看護師 

2．修士論文テーマ  慢性的な精神疾患を持つ患者と家族の生活の再構築支援に関する検討 

3．期待される人物像 精神科病棟における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。他職種と連携・ 

協働して対象者のニーズに応じた看護実践ができる中堅実務家 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                                   小計       18 単位 

専門科目 メンタルヘルス看護学特論 2 1 年次前学期 

メンタルヘルス看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

メンタルヘルス看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

疾病治療論Ⅰ 2 1 年次前学期 

健康支援・高齢者支援看護学特論 2 1 年次前学期 

小計       12 単位   

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

メンタルヘルス看護学特論（必修） メンタルヘルス看護学演習Ⅰ（必修） 

疾病治療論Ⅰ（選択）  

健康支援・高齢者支援看護学特論（選択）  

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

メンタルヘルス看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-16：履修モデル（メンタルヘルス看護学）】 

修了後の予定進路 ：看護管理者 

 ：大学病院の看護管理者として勤務予定 

1．対象学生     大学病院医療安全管理部で勤務している卒業後 17年目の主任 

2．修士論文テーマ  看護師のメンタルヘルスとヒヤリハット発生因子の関連の検討 

3．期待される人物像 看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。他職種と連携・協働して 

対象者のニーズに応じた看護実践ができ、医療安全に関連した指導を 

実践してきた主任 3年目の看護師 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                           小計       18 単位 

専門科目 メンタルヘルス看護学特論 2 1 年次前学期 

メンタルヘルス看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

メンタルヘルス看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護管理学特論 2 1 年次前学期 

看護管理学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

小計       12 単位 

                           総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

メンタルヘルス看護学特論（必修） メンタルヘルス看護学演習Ⅰ（必修） 

看護管理学特論（選択） 看護管理学演習Ⅰ（選択） 

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

メンタルヘルス看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料５-17：履修モデル（メンタルヘルス看護学）】 

修了後の予定進路 ：看護教育者・研究者 

 ：大学で精神看護学の助教として勤務予定 

1．対象学生     精神科病棟で勤務している卒業後 9年目の看護師 

2．修士論文テーマ  急性憎悪を繰り返す精神疾患を持つ患者の服薬の自立支援に関する検討 

3．期待される人物像 精神科病棟における看護経験が豊富で、優れた臨床判断を持つ。他職種と連携・協働

して対象者のニーズに応じた看護実践ができる中堅実務家 

4．履修科目 

区分 科目名 単位数 履修年次 

共通科目 看護研究方法論 2 1 年次前学期 

英語文献講読 2 1 年次前学期 

医療統計学 2 1 年次後学期 

看護倫理学 2 1 年次後学期 

看護学特別研究 10 2 年通年学期 

                                     小計       18 単位 

専門科目 メンタルヘルス看護学特論 2 1 年次前学期 

メンタルヘルス看護学演習Ⅰ 2 1 年次後学期 

メンタルヘルス看護学演習Ⅱ 4 2 年通年学期 

看護教育論 １ 1 年次前学期 

看護研究基盤コース 1 1 年次前学期 

コミュニティ看護学特論 2 1 年次前学期 

小計       12 単位 

総計       30 単位 

5．学年、学期ごとの履修スケジュール 

 前学期 後学期 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

 

 1 

年次 

看護研究方法論（必修） 看護倫理学（必修） 

英語文献講読（必修） 医療統計学（必修） 

メンタルヘルス看護学特論（必修） メンタルヘルス看護学演習Ⅰ（必修） 

看護教育論（選択）  

看護研究基盤コース（選択）  

コミュニティ看護学特論（選択）  

 2 

年次 

看護学特別研究（必修） 

メンタルヘルス看護学演習Ⅱ（必修） 
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【資料６：「既設産業保健学部と大学院看護学専攻との関連」】 

 

学部   大学院 

区分 科目   科目 区分 

 

看 護 学

基 礎 分

野 

 情報科学系科

目 

  疾病治療論 

 

共通科目 

生活・健康支援

系科目 

  

病態・治療学系

科目 

  

看 護 学

専 門 分

野 

基礎看

護学系 

基礎看護学系

科目 

  生活支援看護学 クリニカ

ル看護学 

看護管理学系

科目 

  看護管理学 システム

看護学 

臨床看

護学系 

成人看護学系

科目 

  健康支援・高齢

者支援看護学 

 

クリニカ

ル看護学 老年看護学系

科目 

  

小児看護学系

科目 

  母子支援看護学 

母性看護学系

科目 

  

精神看護学系

科目 

  メンタルヘルス

看護学 

 

システム

看護学 

在宅看

護学系 

在宅看護学系

科目 

  コミュニティ 

看護学 

 

公衆衛

生看護

学系 

公衆衛生看護

学系科目 

 

  

看 護 学

統 合 分

野 

 看護教育学   医療統計学 

看護研究方法論 

看護学特別研究 

英語文献購読 

共通科目 

看護研究系科

目 

  

  看護教育論 

  看護倫理学 

  国際保健学 
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【資料７：「論文作成指導の指導内容と指導のポイント」】 

    

指導内容 指導のポイント 

1) 研究テーマや研究目的 ・研究テーマが適切であるか 

・研究目的が明確化であるか 

 

2) 仮説の設定 ・研究結果の予測が妥当であるか 

 

3) 研究方法 ・研究目的や研究テーマに適した研究方法(研究対

象、研究デザイン、データの収集方法、データ

の分析方法)がとられているか 

 

4) 倫理的配慮 ・倫理的配慮が十分になされているか、また、適

切な手続きがとられているか 

 

5) 文献収集 ・今までの研究報告や資料が十分に理化し、活用

されているか 

 

6) 論文作成 ・論文の形式が適切であるか 

・論文の論旨が明確であるか 

・適切な考察が加えられているか 

・独創的な点があるか、今後に向けての新たな提

案が盛り込まれているか 

 

7) プレゼンテーション ・研究の一連の内容等が適切に示されているか 
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【資料８：「修士論文作成に関する指導過程」】 

 

学年 時 期 

 

看護学特別研究 履修者 

 

研究指導教員 看護学専攻委員会 

1年 4 月上旬 履修ガイダンス  履修ガイダンスを

行う 

4月中旬 履修登録 

(1年次における履修計画を研究指

導教員に相談する) 

履修指導を行

う 

理由登録状況の報

告を行う研究指導

教員を決定する 

10月上旬 (研究テーマ・論文作成方法を指導

教員に相談する) 

研究指導を開

始する 

補助教員の決定 

1月下旬 研究計画書を作成   

2年 4月上旬～

中旬 

履修登録 

(2年次における履修計画を研究指

導教員に相談する) 

研究計画書提出 

倫理審査申請書提出 

履修指導を行

う 

 

4月下旬   研究計画書公開審

査 

12月中旬   論文審査委員 

(主 1名、副 2名)

を決定する 

1月初旬 修士論文の提出   

1月下旬 修士論文公開審査会においてプレ

ゼンテーション 

論文審査修正

に対する指導

を行う 

修士論文公開審査

会の開催 

2月初旬 最終論文提出 論文審査終了

報告書提出 

 

2月下旬 論文審査と最終試験  修士学位授与判定

(看護学専攻委員

会) 

 



【資料９：「自習室、講義室の平面図」】

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

ロッカー

1203 A　室

棚 棚 棚 棚

ド
ア

机 机 机

机 机 机

机 机

机 机

机 机

机 机

洗面

机 机 机

1203 Ｂ　室

机 机 机
ド
ア

棚 棚 棚 棚
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産業医科大学　６号館　平面図

７ 階

院生自習室

6727

研　究　室
（人間情報科学）

6716

産業・
地域
看護学

6725

産業・
地域
看護学

6724

産業・
地域
看護学

6723

産業・
地域
看護学

6722

産業・
地域
看護学

6721

情報処理室

6715

人間
情報
科学

6720

安全衛生
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学

6719

産業・
地域
看護学

6718

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室
（産業・
地域

看護学）

6726

人間
情報
科学

6717

資料室
（産業・地域
看護学）
6728

機械室
ＷＣ

ＥＶ

ＷＣ ＥＶ

基礎
看護学

6708

広域・
発　達
看護学

6709

広域・
発　達
看護学

6710

基礎
看護学

6711

セミナー室

6712

セミナー
室

6713

基礎
看護学

6714

研　究　室
（産業看護学）

6701

広域・
発　達
看護学

6702

広域・
発　達
看護学

6703

広域・
発　達
看護学

6704

広域・
発　達
看護学

6705

広域・
発　達
看護学

6706

基礎
看護学

6707

研　究　室
（基礎看護学）

6614

６ 階

研　　究　　室
（作業環境計測制御学）

6618

研　　究　　室
（安全衛生マネジメン学）

6617

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室
資　料　室

（基礎看護学）

6616

研　究　室
（基礎看護学）

6615

セミナー室

6603

機械室
ＷＣ

ＥＶ

ＷＣ ＥＶ

作業環境
計測制御学

6611

資　料　室
（環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科）

6612

作業環境
計測制御学

6613

研　究　室
（作業環境計測制御学）

6601

カンファレンス室
（環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科）

6602

安全衛生
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学

6604

安全衛生
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学

6605

作業環境
計測制御学

6606

作業環境
計測制御学

6607

５ 階

セミナー室

6518

コモンラボ

6516

研　究　室

（安全衛生
　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学）

6515

安全衛生
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学

6608

安全衛生
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学

6609

作業環境
計測制御学

6610

実　習　室

6513準備室

6514

準　備　室

6517

機械室
ＷＣ

ＥＶ
準備室

（測定室）

6502
ＷＣ ＥＶ

セミナー室

6512

実　習　室

（人間情報科学）

6501

人間情報科学
6504

資料室
ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室
6503

産業保健学部
学部長室

6511

人間情
報科学

6505

人間情
報科学

6506

安全衛生
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学

6507

人間情
報科学

6508

広域・
発　達
看護学

6509 講　義　室
（会議室）

6510
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４ 階

実　習　室
（産業看護）

6410

準備室

6408

実習室
（地域看護）

6407

準備室

6409

機械室
ＷＣ

ＷＣ ＥＶ
準備室

（測定室）

6502 ＥＶ

３ 階

セミナー室
6302

セミナー室
6303

セミナー室

6301

実　習　室
（基礎看護）

6316

準備室

6317
セミナー室
6304

セミナー室
6305

実　習　室

6401

準　備　室

6403

実　習　室

6404

実　習　室

6405

準　備　室

6406

準備室
（洗濯室）

6318

機械室
ＷＣ

ＷＣ ＥＶ

ＥＶ

セミナー室
6306

セミナー室
6307

実　習　室
（母子看護）

6313

資料室
（広域・発達看護学）

6311
資　料　室

（広域・発達看護学）

6315

研　究　室
（広域・発達看護学）

6314

準備室

6312

学習室
6203

学習室
6204

セミナー室
6308

セミナー室

6310セミナー室
6309

２ 階

学習室
6201

学習室
6202

コンピュータ実習室（大）

6208

ＷＣ

ＷＣ ＥＶ
準備室
6209

調整室
6210

ＥＶ

講　義　室

6106

講　義　室

6105

ＷＣ

ＷＣ ＥＶ

講　義　室

6107

学習室
（標本室

　　展示室）
6205

吹き抜け

コンピュータ実習室（小）

6207

渡
り
廊
下
↓

講　義　室

6206

１ 階

ﾛｯｶｰ室(2)

6102
ＥＶ

エントランス
ホール

入口

守衛室
6108入

口

講　義　室

6103

講　義　室

6104

ロッカー室
（１）

6101

吹き抜け 
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【資料１０：「看護学専攻時間割例（第14条による教育方法の例）」】

1年次 前期

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

８：５０～１０：２０ １０：３０～１２：００ １３：００～１４：３０ １４：４０～１６：１０ １６：２０～１７：５０ 18：00～19：30 19：40～21：10

月

火

水

木

金

奇数週看護研究基盤
コース（選） ７回
偶数週：医学英語特別
コース（選） ７回

土

後期

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

８：５０～  １０：２０ １０：３０～ １２：００ １３：００～ １４：３０ １４：４０～ １６：１０ １６：２０～１７：５０ 18：00～ 19：30 19：40～21：10

月

火

水

木

金

土
奇数週：医療統計学（必）
偶数週：看護倫理学（必）

奇数週：看護研究（必）
偶数週：英文文献購読（必）

奇数週：疾病治療論Ⅰ（選）
偶数週：看護教育論(選） ７回

奇数週：健康支援・高齢者看護学特論(選）
偶数週：母子支援看護学特論(選）

奇数週生活支援看護学特論(選)
偶数週：看護管理学特論(選）

奇数週：コミュニティ看護学特論(選）
偶数週：メンタルヘルス看護学特論(選）

奇数週：疾病治療論　Ⅱ（選）
偶数週：国際保健学（選） ７回

奇数週：健康支援・高齢者看護学特論(選）
偶数週：母子支援看護学特論(選）

奇数週：コミュニティ看護学特論(選）
偶数週：メンタルヘルス看護学特論(選）

奇数週生活支援看護学特論(選)
偶数週：看護管理学特論(選）
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２年次 前期

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

８：５０～１０：２０ １０：３０～１２：００ １３：００～１４：３０ １４：４０～１６：１０ １６：２０～１７：５０ 18：00～19：30 19：40～21：10

月

火

水

木

金

土

後期

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

８：５０～１０：２０ １０：３０～１２：００ １３：００～１４：３０ １４：４０～１６：１０ １６：２０～１７：５０ 18：00～19：30 19：40～21：10

月

火

水

木

金

土 看護学特別研究（必）

看護学特別研究（必）

奇数週：健康支援・高齢者看護学演習Ⅱ(選）
偶数週：母子支援看護学演習Ⅱ(選）

奇数週：コミュニティ看護学演習Ⅱ(選）
偶数週：メンタルヘルス看護学演習Ⅱ(選）

奇数週生活支援看護学演習Ⅱ(選)
偶数週：看護管理学演習Ⅱ(選）

メンタルヘルス看護学演習Ⅱ（選）

奇数週：健康支援・高齢者看護学演習Ⅱ(選）
偶数週：母子支援看護学演習Ⅱ(選）

奇数週：コミュニティ看護学演習Ⅱ(選）
偶数週：メンタルヘルス看護学演習Ⅱ(選）

奇数週生活支援看護学演習Ⅱ(選)
偶数週：看護管理学演習Ⅱ(選）
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【資料１１：「看護学専攻時間割例（一般学生の教育方法の例）」】

1年次 前期

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

８：５０～１０：２０ １０：３０～１２：００ １３：００～１４：３０ １４：４０～１６：１０ １６：２０～１７：５０ 18：00～19：30 19：40～21：10

月

火

水

木

金

奇数週看護研究基盤
コース（選） ７回
偶数週：医学英語特別
コース（選） ７回

土

後期

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

８：５０～  １０：２０ １０：３０～ １２：００ １３：００～ １４：３０ １４：４０～ １６：１０ １６：２０～１７：５０ 18：00～ 19：30 19：40～21：10

月

火

水

木

金

土

奇数週：健康支援・高齢者看護学特論(選）
偶数週：母子支援看護学特論(選）

奇数週：コミュニティ看護学特論(選）
偶数週：メンタルヘルス看護学特論(選）

奇数週生活支援看護学特論(選)
偶数週：看護管理学特論(選）

奇数週：医療統計学（必）
偶数週：看護倫理学（必）

奇数週：疾病治療論　Ⅱ（選）
偶数週：国際保健学（選） ７回

奇数週：看護研究（必）
偶数週：英文文献購読（必）

奇数週：疾病治療論Ⅰ（選）
偶数週：看護教育論(選） ７回

奇数週：健康支援・高齢者看護学特論(選）
偶数週：母子支援看護学特論(選）

奇数週：コミュニティ看護学特論(選）
偶数週：メンタルヘルス看護学特論(選）

奇数週生活支援看護学特論(選)
偶数週：看護管理学特論(選）

61



２年次 前期

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

８：５０～１０：２０ １０：３０～１２：００ １３：００～１４：３０ １４：４０～１６：１０ １６：２０～１７：５０ 18：00～19：30 19：40～21：10

月

火

水

木

金

土

後期

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

８：５０～１０：２０ １０：３０～１２：００ １３：００～１４：３０ １４：４０～１６：１０ １６：２０～１７：５０ 18：00～19：30 19：40～21：10

月

火

水

木

金

土 看護学特別研究（必）

奇数週：健康支援・高齢者看護学演習Ⅱ(選）
偶数週：母子支援看護学演習Ⅱ(選）

奇数週：コミュニティ看護学演習Ⅱ(選）
偶数週：メンタルヘルス看護学演習Ⅱ(選）

奇数週生活支援看護学演習Ⅱ(選)
偶数週：看護管理学演習Ⅱ(選）

看護学特別研究（必） メンタルヘルス看護学演習Ⅱ（選）

奇数週：コミュニティ看護学演習Ⅱ(選）
偶数週：メンタルヘルス看護学演習Ⅱ(選）

奇数週生活支援看護学演習Ⅱ(選)
偶数週：看護管理学演習Ⅱ(選）

奇数週：健康支援・高齢者看護学演習Ⅱ(選）
偶数週：母子支援看護学演習Ⅱ(選）
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【資料１２：「平成２３～２４年度看護学コロキウムの実施概要」】 

 

平成 23年度 

  開催日時 講師 対象 テーマ,内容及び課題 

第

1

回 

H23.7.27 

16:30 ～

18:00 

看護学コロキウム委員 看護学科教員全員 看護学コロキウムの方

向性を探る 

第

2

回 

H23.12.2 

16:30 ～

18:00 

正野逸子教授[広域・発

達 看 護 学 ]                  

石橋カズヨ准教授 [成

人・老年看護学] 

(フェーズⅠ)新人,助

教 

カリキュラムの基本と

構造～作成過程～ 

第

3

回 

H24.1.13 

16:20 ～

18:00 

石橋カズヨ准教授 [成

人・老年看護学] 

(フェーズⅡ)助教,講

師 

シラバスの作成と活用

～講義・演習・実習～ 

第

4

回 

H24.2.23 

16:20 ～

18:00 

正野逸子教授[広域・発

達看護学] 

(フェーズⅠ)新人,助

教 

実習指導教育と技法～

指導案作成から評価ま

で～ 

第

5

回 

H24.3.15 

13:00 ～

14:45 

室屋和子准教授 [成

人・老年看護学] 

(フェーズⅡ)助教,講

師 

授業の方法論～授業・

演習の組み立て方～ 

     

平成 24年度 

  開催日時 講師 対象 テーマ,内容及び課題 

第

1

回 

H24.5.25 

16:30 ～

18:00 

川口貞親教授[広域・発

達看護学] 

看護学科教員全員 現代学生の気質とメン

タルヘルス～本学学生

の現状と課題～ 

第

2

回 

H24.8.7   

10:30 ～

12:00 

正野逸子教授[広域・発

達看護学] 

看護学科教員全員 実習指導教育と技法 

第

3

回 

H24.9.11 

10:30 ～

12:00 

永嶋由理子教授 [福岡

県立大学] 

産業保健学部教員 科研費採択のテクニッ

ク 教育研究への発展 

第

4

回 

H24.12.25 

10:30 ～

12:00 

看護学コロキウム委員 看護学科教員全員 看護技術教育と演習の

組み立て方 (授業の方

法論シリーズ 2) 

第

5

回 

H25.2.25 

15:00 ～

17:00 

増田健太郎教授 [九州

大学大学院人間環境学

研究院] 

産業保健学部教員 大学現場におけるハラ

スメントとその対応 

 



【資料１３：「看護学コロキウムの単年度ごとの計画」】   

 

 

看護学コロキウム委員会は、看護学科に所属する教員の教育力向上を支援することを使命とし、以下の目的を共有する。 

１．本学カリキュラムの理解と教授法のスキルアップを支援する。 

２．教員個々の教育・研究のスキルアップに対するメンターシップを支援する。 

３．看護並びに教育に関する情報を発信・共有し、教員の資質向上を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

                                                  

フェーズⅠ フェーズⅡ フェーズⅢ フェーズⅣ 

教育人としての基盤作り 講義の教育技法 社会における看護教育の動向の理解 FDの展開方法 

本学のミッション 教育への ICT活用 教員の研究力向上 臨床とのコラボレーション 

対象となる学生理解 シラバス 教育力向上サイクル その他（大学院教育） 

カリキュラム 看護過程の教育法に関する情報の共有 組織マネージメント 教育人としてのキャリアアップ 

演習の技法 学生への研究指導     

実習指導の技法       

職位別グループワークで抽出したニーズ（大カテゴリー） 

フェーズ毎の大カテゴリー内訳 

研究のスキル 

科研費採択のテクニック、教育研究への発展 

     （9 月第 3 週） 

1.新カリキュラムの構造と

各領域の教育方法を理解で

きる 

 

 

現代学生の気質と 

メンタルヘルス 

（ 5 月第 4 週 ） 

 

1. 学生気質を理解し、多様

な授業実践の事例を説明で

きる 

2.研究環境を整え、教育研究

を発展させることができる 

 

2.カリキュラムをふまえた

授業構築を具体化できる 

カリキュラムの基本と構造 

～作成から評価まで～ 

  （ 12 月第 1 週 ） 

実習指導教育と技法 

 指導案作成から評価まで 

 （ 2 月第 4 週）ｼﾘｰｽﾞⅠ 

看護過程教育と領域連携 

（参加型学習形式） 

  （ 延期 ） 

23 年度活動方針： 

  本学教員に求められる基本的な教育活動の理解と活用 

看護技術教育と演習の組み

立て方（参加型学習方式） 

  （12 月第 5 週） 

 

1. 公開授業に主体的に参加

し、フィードバックできる 

講義・演習・実習指導のための 

メンタリング、メンターシップ 

     （11 月：情報の発信と活用） 

教育へのＩＣＴ活用法 

 ｅ‐Ｌ活用＆ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝ教育 

情報倫理 H25 年 3 月第 4） 

ハラスメントと 

その対策 

  （H24 年 2 月第 5 週） 

 
 
 
 
 

の
目
標 

単
年
度
毎 

単
年
度
毎
の
実
施
計
画 

（
新
人
・
助
教
） 

フ
ェ
ー
ズⅠ

 

（
助
教
・
講
師
）

フ
ェ
ー
ズⅡ

 
 

 

（
講
師
・
准
教
授
・
教
授
）

フ
ェ
ー
ズⅢ

 

シラバスの作成と活用 

 講義・演習・実習 

  （ 1 月第 3 週 ） 

2. 教育研究の成果を報告

し、共有できる 

25 年度活動方針： 

教員間連携による教育実践力の向上 

24 年度活動方針： 

看護学教育と研究のスキルアップ 

研究指導のための 

メンタリング、メンターシップ 

  （   月 ） 

授業の方法論 

 授業・演習の組み立て方 

  （ 3 月第 3 週 ） 

 

 

 

 

 

公開授業と授業参観 

準備から 

フィードバック 

効果的な授業の技法 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ、ﾚﾎﾟｰﾄ指導等 

  （   月 ） 

 

中
期
目
標 

全
体
：
臨
床
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

  

全
体
：
①
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
の
方
法
と
仕
組
み 

②
臨
床
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

    

全
体
：
①
教
育
・
研
究
の
成
果
報
告
会 

②
臨
床
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン 

  

全
体
：
職
位
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ー
看
護
学
コ
ロ
キ
ウ
ム
の
方
向
性
を
探
る 
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